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「宇宙の平和利用に関する国会決議」とは、何だったのか。 
 
 時代背景として、ベトナム戦争、東西冷戦、プラハの春の直後だったというこ
とが、大きく影響していたと思われる。そのため現実的な議論よりも、情緒的な
判断が先行していたのではないか。 
 
 宇宙活動（開発）では、もともと軍事技術と民生技術が機能として共存してい
る。したがって学術（科学）目的として発展させるだけでも、充分とはいわない
までも、かなりの「静かな抑止力」になり得た。 
 それをあえて「宇宙の平和利用」とすることにより、さまざまな問題を先送り
してしまった。 
 
 ICBM開発につながりうるとして、「回収」の技術研究を自粛し続けてきた「不
文律」は、その代表といえる。しかしこれにより、軌道上で半導体開発の実験を
しても、成果物を回収することができなかった。 
 また、日本の自主開発によるロケット・エンジン「LE-5」のアメリカへの輸出
もできなかった。「LE-5」導入を検討していたアメリカのメーカーは、これによ
り GPS 衛星「NAVSTAR」を打ち上げることになっており、その運用の主体が
DoDだったためである。 
 
 そのころ日本国内では、すでにカーナビが販売されていた。 
 

 
 
「誰も否定のしようがない文言」には、強い違和感をおぼえます。 
 


